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１．概要

○概要

熊本県公表の「第１０回災害対策本部会議」の資料を基に、熊本県内の市町村別避難所数

及び避難者数について、これまでの推移を集計し、東日本大震災のデータから今後の避難

者数を予測した。

○地震の概要

４月１８日までの地震の回数並びに震度については表１のとおり。

４月１７日（日）以降、震度５弱以上の地震は発生していない。（４月１８日19：00時点）
ただし、１６日1：25から9：48までに６弱以上の地震が４回発生しており、これに比例して避難
者数も増加した。

【表1 熊本地震の概要】

出典：気象庁発表資料
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２．避難者数および避難所数の推移、今後の予測

○避難者数の推移 （表２、表３）

１５日に一旦避難者数が減少したが、１６日1：25から連続して発生した震度６以上の地震によ
り、避難者数が急増している。１６日は被害が甚大だったため、阿蘇市等で一部避難者数が

「連絡がつかない」「避難者数がわからない」等の理由で報告できていない市町村があった。

ただ、１７日以降は震度５弱以上の地震は発生していないことから、避難者数は大幅に減りつ

つあり、今後もある一定程度までは減少すると見こまれる。

○避難所数の推移(表４、表5）

避難所数も15日にいったん減少したが、その後増加に転じ、全体としては17日に再び減少して

いるが、減少は震源から遠い地域でのもので、熊本市などでは避難所数は減っていない。

○今後の予測（表６、７）

東日本大震災での避難者および避難所数の推移から、今後の予測を行った（表６）。

今後は余震の収束と共に、避難者数は一定程度減少すると思われるが、その後は自宅が全半

壊した世帯などが避難所に留まり、避難者数の減少は鈍くなると推測される。遠隔地の公営住

宅等への避難を促すことも考えられるが、できるだけ自宅の近くで暮らしたいという被災された

方の思いもあり、避難生活の長期化は避けられないだろう。

今後、注視すべき市町村は表７にて赤色で記載されている市町村である。県全体で避難人口

は県全人口の約6％だが、赤色で記したの市町村については、20％以上であり、熊本県内でも
特に被害が大きい地区であることと推測できる。

人口が最も多い熊本市で全壊が１５棟に対し、益城町では約５５０棟、西原村では３４４棟、南

阿蘇村では全壊と半壊併せて４００～５００棟との報告が上がってきており、これらの地区につ

いては、避難所が長期化になる恐れがあり、注意が必要と考えられる。 3



３．要援護者の状況について

○要援護者の総数について （表８）

慢性疾患や各種障がい、高齢者および認知症、食品アレルギーなどについて、4月18日午後1

時現在の避難者数をもとに、有病率などから熊本県内の要援護者数を推計した。

避難者のうち、主な要援護者の数は次の通りと推測され、重複しているものもあるが延べ人数

では避難者の3分の2が何らかの要援護者であるといえる。

①65歳以上高齢者 約24,600人

②障がい者 約 6,700人

③慢性疾患患者 約16,700人

④外国人 約 500人

⑤小・中学生 約 7,500人

⑥妊娠中の方 約 800人 合計 約 62,000人

○求められる対応

長期にわたる避難所での生活が生命の危機に直結する方々については、早期に安全な場所

に移動させる必要がある。すでに人工透析患者などは、被災地外の医療機関に搬送されたと

聞くが、その他の疾患についても、移動や避難所での適切な対応が急がれる。

疾患や障がいについては、本人や家族が周囲に知られたくない場合もあり、名乗り出ない場合

でも「避難者の中に要援護者が存在する」という前提で、情報提供や相談窓口の開設を行うこ

とが望ましい。
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【表２ 避難者数の推移（全体）】
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【表３ 避難者数の推移（熊本市を除く）】
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【表４ 避難所数の推移（全体）】
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【表５ 避難所数の推移（熊本市を除く）】
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【表６ 東日本大震災と比較した今後の避難者数の推移予測】

避難者及び避難所数の将来推計（東日本大震災の数値ベース）

東日本大震災（宮城県内）

発生後ピーク時

（3/14）

ピーク時から

１ヶ月後

２ヶ月後 ３ヶ月後

避難者数 320,885 46,537 32,442 21,420

避難所数 1,212 421 405 357

熊本県震災（推計）

発生後ピーク時

（4/17）

ピーク時から

１ヶ月後

２ヶ月後 ３ヶ月後

避難者数 183,882 26,668 18,591 12,275

避難所数 855 297 286 252
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